
体育科指導略案 

  指導者名 〇〇 〇〇 

T２       

１ 対象     第６学年 26 名 

２ 日時     令和６年６月 26 日 水曜日 第５校時 （13：40～14：25） 

３ 場所     ６年教室 

４ 単元名    「生活習慣病の予防」  

５ 単元の目標   

(1) 生活行動が主な要因となって起こる病気の予防には、口腔の衛生を保つなど、望ましい生活習慣を身に付

ける必要があることを理解する。 

(2) むし歯や歯周病にならない方法を実践しようとする。 

６ 指導計画（全２時間） 

【単元のゴール】 

 生活行動が主な要因となって起こる病気の予防には、口腔の衛生を保つなど、望ましい生活習慣を身に

付ける必要があることが分かり、実践しようとする意欲を高めている。 

  第１時  歯の正しい磨き方、デンタルフロスの使用方法を知る。 
  第２時  生活習慣の改善が歯周病の予防、改善、毎日の健康につながることを理解する。 

７ 本時の目標 

  むし歯や歯周病を予防するには、どうすればよいかを知り、実践しようとする意欲を持つことができる。 

８ 本時の展開（２/２） 

過

程 
学習活動 

学習 

形態 
指導上の留意点 

評価規準 

【評価の観点】 

〈評価の方法〉 

導

入 

10 

分 

〇歯周病になると歯肉や歯にど
のような影響があるかを考え
る。 

〇２週間前の自分の歯や口の状
況を振り返る。 

一斉 
 
 
個別 

〇写真から分かることのほかにも、ど
のような症状が出るかを確認させ
る。 

〇歯みがき大会時の自分の課題を確認
させる。 

◇むし歯や歯周病を予
防するには、どうす
ればよいかを知り、
実践しようとする意
欲を持っている。 

【知識・技能】 
〈発言、ワークシート〉
 

 

 

 

展

開 

25 

分 

〇自分の歯や歯ぐきの状況を観
察する。 

〇歯みがき大会後から２週間
で、自分の歯や歯ぐきがどの
ように変化したのか比較す
る。 

〇なぜ、変化したのか自分の生
活を振り返って考える。 

 
〇予防する方法について考え、
交流する。 

個別 
 
個別 
 
 
 
個別 
 
 
グル
ープ 

〇６か所４項目（色、形、硬さ、出
血）を確認させる。 

〇変化していない児童も認め、自身の
生活を振り返らせる。 

 
 
〇歯みがきやデンタルフロスだけでな
く、間食や食事の仕方にも着目させ
る。 

〇改善が見られた児童も見られなかっ
た児童も、自分の生活を振り返ら
せ、予防するための方法を考えるよ
う促す。 

 
 
 
  
〇むし歯や歯周病を予
防する方法について
具体的に考え、説明
している。 

 
  
  
〇板書を使ってむし歯
や歯周病になりやす
い生活を想起させ
る。 

ま

と

め 

10 

分 

〇むし歯や歯周病を予防するた
めに、これから気を付けたい
ことを書く。 

個別 〇なぜそうしようと思ったのか、学習
したことをもとに理由も書かせる。 

 

 

むし歯や歯周病を予防するには、どうすればよいのだろう。 

十分に満足できると

判断される状況 

努力を要する 

状況への手立て 


